平成２０年度第１２回部長会（概要報告）
・日  時　　平成２１年１月８日（木）午前９時３０分～

・場　所　　八尾市役所庁議室
・出席者　  市長・副市長・教育長・水道事業管理者・各部局長
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市長あいさつ
みなさん、新年あけましておめでとうございます。
　仕事始め式、さらには一昨日の八尾商工会議所との共催である年賀交礼会でも、私の思いは、ある程度お話しておりますので、かいつまんでお話をさせていただきます。

　今年は丑年ということですが、牛には、おとなしいイメージを感じます。しかし一方で闘牛など猛々しい一面もあります。また、牛に関することわざもいくつかありますが、「牛の歩みも千里」といわれるように一歩一歩着実に物事を進めていく年ではなかろうかと考えています。

私としても２年目が終わり、３年目へと移行する年でもあり、この２年間の検証をしっかりとし、さらに前進していきたいと思っています。

　年初には麻生首相の書初めの話題がありましたが、私の書初めは「夢は大きく」といたしました。財政状況が厳しい折ではありますが、常に希望を持ち、目標に向かって、前進をしていくと、その先には希望や夢があり、それが実現できれば大きな喜びになって返ってくると思うとともに、仕事の目標を持つというのは自分の励みにもなると思っています。

　行財政改革アクションプログラムも様々な課題が多く残っております。皆さんに課せられたものも、大変な状況にあるのではないかと思いますが、スピード感を持ってやり遂げていただきたいと思います。

　昨今の情勢は新聞等で報道されておりますが、１年前に果たしてこの状況を誰が予測できたのだろうかと思っています。特に昨年９月、１０月を境に急速に景気が悪化しました。そのことに端を発して、派遣切りや雇い止め、内定取消しなど雇用に対する不安が高まっております。八尾市においても、職員採用では非常に多くの方々が応募をしていただいているというような状況の中で、新たな人材の発掘をめざしていただきたいと思います。また、当然、八尾市としての地域経済対策をきちんとやっていかなければならないと感じています。各部局で検討をする体制ができつつあろうかと考えておりますが、引き続きよろしくお願いしたい。

　この１月から年度末に向けてですが、２月後半から３月定例会が始まります。２月１６日までには市政運営方針、第9期実施計画並びに平成２１年度当初予算をやり遂げなければならないと思っていますので、庁議も頻繁に開き、決定していかなければなりません。各部局でしっかりと案を練ったものを庁議に上げていただきたいと思います。そして夢と希望を持って臨んでいただきたいとも考えています。

今年は大きな夢を持って頑張りたいと考えていますが、この間にはタウンミーティングを実施してきました。昨年度末には既に8ヶ所で実施し、２月までには残り１６ヶ所で実施を予定しています。

タウンミーティングでは、参考となる意見もたくさん出ています。時間の制約もありますが、それを集約し、しっかりと予算や市政運営方針にも反映させていきたいと思います。

また、このような中に多くの行政運営に関するヒントがあり、市民の求めている八尾の姿や方向性が見出せるとも考えています。もし、まだ一度も参加していない方がおりましたら、一度参加をしていただければと思います。

また、今後皆さんの手元にも届くであろうタウンミーティングの実施記録での内容については、それぞれの部局の中で取り入れるものや部局が連携して対応するものがあろうかと思いますが、ぜひ市民の声を実現するために努力をしていただきたい。

　そういう意味でも、今年は着実に一歩ずつ前に進める年だろうと思っています。財政が厳しい折ではありますが皆さんの頑張りが八尾を活性化する上でのひとつのファクターになると思っています。

引き続き、職員の皆さんとともに一丸となって、八尾市民のため、そして八尾市政発展のために頑張ってまいりたいと考えていますので、みなさん、よろしくお願いします。

 eq \o\ad(案件,　　　　)
1　第５次総合計画策定にかかる職員意識調査の実施について
政策推進担当部長

総合計画の策定にあたっては、一人ひとりの職員の参画が非常に重要と考えている。その一環として、職員意識調査を実施する。

本調査については、総合計画についての認識、これからのまちづくりの方向性、市民との協働などに関する意見の把握を目的としている。実施時期は、今月下旬を予定している。対象者については、嘱託職員（常勤嘱託・非常勤嘱託職員）を含む職員約２,９００人である。総合計画は、本市の方向性を示すものであり、全ての職種を対象とする。

なお、実施に際しては、各所属での配布・回収とさせていただくので、協力よろしくお願いする。

2　人事評価表の作成及び提出について
　　　　　　　　　　　　人事担当部長

3　平成２１年度定期人事異動の日程及び職の公募について
　　　　人事担当部長

4　新型インフルエンザ対策庁内検討委員会の設置について
　　　　健康推進担当部長

　　新型インフルエンザについては、過去、およそ十年から数十年の周期で出現し、世界的な大流行を引き起こし、多くの健康被害と社会生活に大きな影響を及ぼしてきた。

　　現在、東南アジアをはじめ世界的に発生している鳥インフルエンザのウィルスが、人から人へ感染する新型インフルエンザのウィルスに変異することが強く危惧されている。

　国の想定では、この新型インフルエンザが国内で発生した場合、ワクチンや免疫等がないため、全人口の２５%が罹患し、死亡者数も最大の場合６４万人と試算している。

　こうした中、国においては、これまでの新型インフルエンザ対策行動計画の改定案がまとめられ、大阪府においても、現在、行動計画の改定作業が進められている。国及び大阪府の行動計画（案）の中においては、新型インフルエンザが国内及び府内で発生した場合、その感染力が強いため、大流行になると考えられており、被害を最小限に抑える意味からも市町村単位での事前対策を着実に行っていくことが必要である。

　　本市においても、こうした国及び府の動きを受け、この度、八尾市新型インフルエンザ対策庁内検討委員会を設置し、昨年１２月２４日に第１回、この１月２０日に第２回目の会議を開会する予定としており、新型インフルエンザの発生・流行に備えて、市民の健康被害や社会的・経済的被害を最小限に抑制するため、発生段階に応じた庁内体制をはじめとした対策等を検討してまいりたいと考えている。

　当検討委員会では、当面、新型インフルエンザ情報の早期把握、初動体制の確立など、健康危機管理の観点から庁内対策としての「新型インフルエンザ庁内対策指針」を早急に策定するとともに、今後の対策についての具体化を進めていく。

　　設置要綱は、手元に配布した資料のとおりである。

　　
5　ＫＥＳ認証確認審査の実施について
　　　　　　　　　　　　経済環境部長

6　宇佐市との超高速インターネット衛星「きずな」を活用した交流事業について


教育推進担当部長

文科省所管の独立行政法人ＪＡＸＡ（宇宙航空研究開発機構）が昨年２月に打ち上げた衛星「きずな」を活用して、八尾市との交流都市である大分県宇佐市の小学校と久宝寺小学校との交流を図ることを目的とした事業である。

実施日は、１月の２１日～２３日の３日間を予定している。

また、交流内容であるが、資料にあるプログラムに沿って、八尾市と宇佐市の小学校の子どもをはじめ、地域の方々と映像合成システムを活用して結ぶ遠隔授業を行い、６００数十キロ離れた場所で同じ空間を体験するという一体感を共有したいと考えている。

　　このシステムで、１日目は、両市長・両校長の挨拶の後のハイパーミラーを通しての握手と学校や地域の紹介の中でのクイズを、２日目は、宇宙をテーマにした授業を、３日目は、地域との交流で一緒に太鼓をたたくなどの活動を行う予定である。

　　特に、２日目は、ＪＡＸＡ職員による授業や交流を通して、宇宙に広がる夢を思い描いたり、学ぶことの楽しさを体感によって感じ取れる機会になればと考えている。

　　また、この事業報告は市政だよりなどを通じて市民にも発信する予定である。

7　その他案件



（1）ペーパーレス化の試行にかかる部局長アンケートの実施について　　政策推進担当部長

本日、部長会においてお願いしたペーパーレス化の試行について、別添の資料のとおり部局長アンケートを実施したいと考えている。

実施のうえでの課題や改善点を抽出したうえで、改善を図り、次年度からの本格実施の可能性を検討したいと考えているのでよろしくお願いする。

部局長アンケートについては、１月１６日（金）までに行政改革課まで、電子メールにて、回答をお願いする。　

　　なお、次回の部長会も同様の方法にて実施する。
（2）市庁舎職員消防訓練等について　　　　　　　　　　　　　
総務部長

市庁舎における職員消防訓練について報告をする。

　　　日時は、「防災とボランティア週間」にあわせ、平成２１年１月１６日(金)午前８時４５分から９時１５分までとし、場所は市庁舎本館１階～２階を予定している。

該当する所属には、既に、参加職員名簿の提出依頼と詳細等の案内をしているが、訓練の内容は、通報訓練、避難誘導訓練、初期消火訓練等を予定しており、終了後、消防職員による講評もお願いしている。

訓練の日時については、これまで部長会で様々なご意見を受け賜り、検討した結果、８時４５分からの勤務時間内に実施することとなったものである。

今回の訓練にあっては、窓口開始時間が８時４５分になってから、はじめての訓練となることから、訓練に参加しない職員にあっては、訓練の間、市民サービスの低下がないよう対応をお願いする。

また、昨年にはミナミで１５名もの死者がでた火災があり、訓練などを実施していれば被害は最小限にくいとめられたとの報道もあったところである。

市庁舎は、多くの職員が勤務しているほか、毎日多くの方が来庁されている場所であることから、訓練参加者にあっては気を引き締めて取り組んでいただくようお願いする。

次に、八尾市防災フェアについて報告する。

同じく「防災とボランティア週間」に合わせて、明日１月９日(金)から１月１６日(金)までの５日間、１階市民ロビーにおいて「八尾市防災フェア」を実施する。

内容としては、国内外の災害写真のパネルや災害時における備蓄物品等の展示をはじめ、住宅耐震化相談コーナーなど、市民への防災啓発や災害対応の意識高揚を目的として実施する。

各部局長におかれては、この機会にご覧いただくよう、所属職員に周知方お願いする。

（3）本市における経済対策について　　　　　　　　　　　　　　経済環境部長

昨今の雇用環境や地域経済の悪化に対して、本市としても全庁的に検討組織を立ち上げて対策を講じていく必要があると考えている。

それに先立ち、各部局でできる対策（既存事業・新規事業）の取りまとめをしていきたい。依頼文書を出させていただくので、協力願いたい。取りまとめの後、対策組織を立ち上げて検討していきたい。
（4）３月市議会定例会の提出予定案件の厳守等について
　　　　総務部長

すでに１２月２２日付のメールにて通知させていただいたが、３月市議会定例会への提出案件（議案提出の起案を含む。）については、１月９日（金）を政策法務課への提出期限としているので、提出を予定している所属にあっては、必ず提出期限の厳守をお願いする。

部局総務担当所属長においては、提出予定案件の期限厳守はもとより、案件の内容についても慎重に精査していただくよう、あわせてお願いする。

また、年度末に向けて、例年３月に規則等の改正が集中するため、公布日等に特段制限のないものについては、可能な限り早めに準備し、早期提出にご協力願いたい。

（5）国際交流事業について
　　　　　　　　　　　　　人権文化ふれあい部長

昨年１２／１７から１２／２０の間、嘉定区からの幹部職員訪問団受け入れに際し、ご協力いただきお礼を申し上げる。

一方、大韓民国大邸市との交流については、引き続き協議をしているところであり、変化があれば報告していきたい。
（市長から）

　今回の部長会で実施したパソコンを使用しての会議（ペーパーレス化）を今後も推進していきたい。また、日常のデスクワークにおいても実践するなど、事務改善に積極的に取り組んでもらいたい。今後とも、こうした新たな試みにチャレンジしていきたい。















